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「社会環境報告書2004」は、昨年に引

き続き「ハイライト編」と「詳細編」の2部

構成をとられ、「ハイライト編」では、企業

としての明確なポリシーが「トップメッセ

ージ」として記載されています。今回トッ

プインタビューに立ち合わせていただき、

「社会的責任」を単なる流行の言葉でな

く、企業としての「健全な経営」・鉄道事

業者としての「安全性」・JR東日本として

の「環境配慮・社会的貢献」として据えら

れていることが強く感じられました。

また、「安全」確保を重要な責務と考

え、ネガティブ情報である工事トラブル

についても、トップメッセージおよび「ハ

イライト編」において、その事実と原因分

析および対策について説明されていま

す。活動の結果においても、1996年に

制定した2005年度環境目標は、過去2

度にわたり達成度に応じた見直し（より

厳しい目標の設定）が行われ、それでも

なお順調に目標達成へと成果をあげら

れています。

このように、「理念」をもとに「活動」を

推進し、その結果を「情報開示」して、ス

テークホルダーの意見を取り入れ、次な

る活動に反映させていくというPDCA

サイクルを、さらに推進されることを期

待します。

第三者審査報告書、来年度への展望

2005年度目標に対する2003年度の実績は？
JR東日本では、2005年度を目標年度とする「環境目標」を掲げています。

単年度ごとに定量的・定性的に実績を把握し、課題のある項目については、

その原因を探ることで次年度の改善に活かしています。
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来年度への展望

2003年度には、全グループ会社が参加する「JR東日本グループ環

境経営推進会議」を初めて開催し、グループ全体として環境保全に取

り組む体制の強化を図りました。今後も、事業活動と環境保全の両立

への取り組みを充実させていきます。

環境目標については、2003年度末で2005年度目標のいくつかの

項目について、既に達成しました。また、そのほかの項目についても

2005年度には目標達成できる見通しとなっています。次の環境目標に

ついては、今年度中にまとめるJR東日本グループの次期中期経営計

画の策定にあわせて抜本的な見直しを行い、新たな数値目標を設定

していきます。
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